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■６月定例会（通常会議）‥‥‥‥‥‥‥‥２

■３月定例会（第１回臨時会議）‥‥３

■行政視察研修 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４

■一般質問（８人が町政を問う）‥‥７

６ 月 定 例 会

３月定例会第１回臨時会議

（表紙紹介は20ページ）（表紙紹介は20ページ）
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「
中
土
佐
町
議
会
議
員
の

請
負
の
状
況
の
公
表
に
関
す

る
条
例
（
案
）
」
は
、
議
会
運
営

委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
。

　

条
例
の
制
定
は
、
令
和
４

年
１２
月
に
地
方
自
治
法
が
改

正
さ
れ
、
議
会
の
議
員
に
係

る
請
負
に
関
す
る
規
則
が
緩

和
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
る
。
目
的
は
、
議

員
の
個
人
に
よ
る
請
負
の
状

況
の
透
明
性
の
確
保
に
資
す

る
た
め
。
町
に
対
し
て
請
負

を
す
る
議
員
は
、
そ
の
請
負

の
対
価
と
し
て
各
会
計
年
度

に
町
か
ら
支
払
い
を
受
け
た

金
額
な
ど
を
議
長
に
報
告
す

る
。
そ
し
て
、
報
告
を
受
け

た
議
長
が
こ
れ
を
公
表
す

る
。
請
負
総
額
の
上
限
は
、

３
０
０
万
円
で
す
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

「
中
山
間
地
域
の
訪
問
介

護
事
業
支
援
に
関
す
る
意
見

書
（
案
）
」
は
、
中
野
大
地

議
員
が
、
６
人
の
賛
成
者
を

得
て
提
出
し
た
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

令
和
６
年
　
中
土
佐
町
議
会

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

議案
審議

　

令
和
６
年
６
月
定
例
会
が
７
日
に
開
会
し
、
町
長
の
行
政

報
告
、
議
案
の
提
案
理
由
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１２

日
と
１３

日
は
一
般
質
問
（
Ｐ
７
か
ら
関
連
記
事
）
が
行
わ

れ
、
８
人
の
議
員
が
町
の
課
題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。
１７

日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
町
長
提
出
の
議
案
６
件
を

可
決
、
諮
問
１
件
を
適
任
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
議
会
運
営

委
員
会
提
出
の
条
例
１
件
、
議
員
提
出
の
意
見
書
１
件
を
可

決
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
の
会
期
は
、
６
月
７
日
か
ら
８
月
３１

日
ま
で

の
８６

日
間
で
す
。

議員の請負状況
公表に関する
条 例 を 制 定

提
案
理
由
を
説
明
す
る
佐
竹
敏
彦

議
会
運
営
委
員
長

訪
問
介
護
事
業
支
援
に
関
す
る
意
見
書
提
出

　介護報酬改定により、2024年度の介護サービス全体では1.59％プラスされた

が、訪問介護サービスの基本報酬は２％以上の引き下げとなった。

　背景として、厚生労働省が実施した調査において訪問介護事業では利益が出

ているため、今回の引き下げが決定されたとされる。しかしながら、利用者に

効率的にサービスを提供できる都市型の訪問介護事業と比べた場合、高知県の

中山間地域の訪問介護事業は、時間効率の面、燃料費などのコスト面において

も、効率的な経営は難しく、経営実態は調査結果とかけ離れている。高齢化率

が高まる中山間地域において、訪問介護事業者の経営安定は地域社会に必要不

可欠だと考える。

　よって高知県には、安定した介護を提供できるよう訪問介護事業所への支援

を強く求めると同時に、下記の事項について特段の措置を求める。（要旨）

記

１．高知県における訪問介護事業の実態を早急に調査し、中山間型訪問介護の

収支差率を把握すること

２．都市型訪問介護事業と中山間型介護事業の介護報酬の区分けなどの対策を

厚生労働省に求めること

３．中山間地域介護サービス確保対策事業の適用区分や補助の見直しなど燃料

価格高騰に対応すること

（提出先）

高知県知事

中山間地域の訪問介護事業支援に関する意見書



　

「
中
土
佐
町
立
美
術
館
移

転
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
」
は
、
津
波
浸

水
想
定
区
域
内
に
あ
る
美
術

館
を
、
黒
潮
本
陣
が
あ
る
高

台
に
新
た
に
建
設
す
る
た

め
、
㈱
響
建
設
と
４
億
１
２

３
６
万
円
で
契
約
す
る
も

の
。　

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

令
和
７
年
の
完
成
を
目
指

し
、
建
設
が
始
ま
る
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
町

道
を
接
続 

測
量
費

を
計
上

　

「
令
和
６
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て
」
は
、
５
７

６
２
万
円
を
追
加
し
、
一
般

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
７７
億
２
３
１
２
万
円
と

す
る
も
の
。
主
な
予
算
は
、

上
ノ
加
江
に
建
設
す
る
ヘ
リ

ポ
ー
ト
と
、
西
側
の
町
道
を

接
続
す
る
道
路
整
備
に
要
す

る
測
量
設
計
費
５
７
７
万

円
、
防
災
フ
ェ
ス
タ
運
営
委

託
費
１
７
０
万
円
な
ど
。

　

質
疑
で
は
、
２
人
の
議
員

が
防
災
フ
ェ
ス
タ
運
営
委
託

費
の
内
容
や
住
宅
耐
震
改
修

補
助
金
の
減
額
理
由
な
ど
に

つ
い
て
、
執
行
部
に
説
明
を

求
め
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

　

「
専
決
処
分
の
報
告
に
つ

い
て
（
損
害
賠
償
の
額
）
」

は
、
４
月
３
日
に
久
礼
中
学

校
の
山
肌
が
崩
れ
、
倒
れ
た

防
護
フ
ェ
ン
ス
が
教
職
員
の

車
を
損
傷
さ
せ
た
こ
と
に
よ

り
、
１８
万
８
千
円
を
支
払
う

も
の
。

　

「
専
決
処
分
の
報
告
に
つ

い
て
（
令
和
５
年
度
中
土
佐

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
）
」
は
、
決
算
及
び
予

算
繰
り
越
し
を
見
込
ん
だ
調

整
を
行
う
も
の
。
歳
入
歳
出

予
算
を
８
４
６
０
万
円
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
７5
億
３
７
０
６
万
円
と
す

る
も
の
。

　

「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
久
礼
小
学
校
南
舎
備
品
）
」

は
、
現
在
、
長
寿
命
化
改
修

工
事
中
の
久
礼
小
学
校
に
必

要
な
備
品
を
取
得
す
る
も

の
。
㈱
野
本
木
工
所
が
４
４

３
３
万
円
で
落
札
し
た
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

財
産
取
得

美
術
館
移
転
建
設

工
事
請
負
契
約
の

締
結

専 

決 

処 

分

（
一
般
会
計
補
正
予
算
）

専 

決 

処 

分

（
損
害
賠
償
）

令
和
６
年
　
中
土
佐
町
議
会

３
月
定
例
会

第
１
回
臨
時
会
議

第
１
回
臨
時
会
議

議案
審議

４億１２３６万円で契約

美術館移転工事費を可決
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美術館の完成イメージ（㊤東面　㊦北面）

専
決
処
分

　

議
会
が
議
決
す
べ
き
事
項

を
、町
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て

意
思
決
定
す
る
こ
と
。地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
く
緊
急

な
場
合
の
専
決
処
分
（
法
第
１

７
９
条
）
と
、軽
易
な
事
項
で
、

議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
特
に

指
定
し
た
、議
会
の
委
任
に
よ

る
専
決
処
分
（
法
第
１
８
０

条
）が
あ
る
。



　
た
た
ら
製
鉄
で
栄
え
た
地
域
だ
が
、
製
鉄
の
衰
退
と
同
時
に
過
疎
化
が
進
み

「
む
ら
」
消
滅
の
危
機
感
か
ら
、
地
域
産
業
の
振
興
・
雇
用
の
場
の
創
出
を
目

的
に
行
政
と
住
民
な
ど
が
共
同
で
第
三
セ
ク
タ
ー
の
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

主
力
は
食
品
加
工
だ
が
、
簡
易
水
道
施
設
工
事
や
市
民
バ
ス
運
行
、
除
雪
業
務

な
ど
市
の
業
務
も
請
け
負
う
。
国
民
宿
舎
の
運
営
や
観
光
事
業
に
も
着
手
し
て

い
る
。
地
元
産
物
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
を
開
発
。
「
元
祖
卵
か
け
ご
飯
醤
油
」

な
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
ん
で
い
る
。
商
圏
を
関
東
に
求
め
る
戦
略
が
当
た

り
、
年
商
５
億
２
千
万
円
、
76
人
の
会
社
に
成
長
し
た
。
「
第
三
セ
ク
タ
ー
で

あ
っ
て
も
行
政
に
頼
ら
ず
」
を
心
が
け
て
き
た
と
い
う
。

　
中
土
佐
町
で
も
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が
大
い
に
あ
る
と
感
じ
た
。濵

田
　
和
昭

・アイデアと実行力で地域資源を商品にし

て売る。過疎地の挑戦。 窪田　和教

・人口減少が進む地域を再生に導く取り組

みに感銘を受けた。 岡　伊三男

・「自分たちの村は、自分たちで守るん

だ」という強い思いが伝わってきた。

 中野　大地

　まず衝撃だったのが、日吉津村の高齢化比率だ。

なんと28.7％という。中土佐町の高齢化比率が50％

に迫ろうかという数字なので、その差は歴然だ。村

内には製紙会社や関連企業、大型ショッピングモー

ルがあり、若い人たちが望む働く場所、住む場所が

ここにはある。そして何といっても子育てや教育環

境がコンパクトに集約された複合子育て拠点施設

「ミライトひえづ」がある。ここ数年の出生数は30

人程度だが、プラス10人程度が子育てや教育環境の

良さを求め近隣の市町か

ら転入してきている。

　本町と比較してしまう

とあまりにも立地条件な

ど違いはあるが、議員も

中土佐町の未来のため

に、子どもたちの未来の

ために何ができるか、挑

戦していく。

中野　大地

県で議員研修
若桜町倉吉市日吉津村

雲南市
★

★ ★ ★

島
根
県
・
株
式
会
社
吉
田
ふ
る
さ
と
村

鳥取県・日吉津村の
子育て支援
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　鳥取県東部、八頭郡若桜町議会と議会改革について意見交換を

行いました。若桜町は「町民に寄り添う議会をめざして」さまざ

まな政策づくりと改革を行い、平成30年度全国町村議会特別表彰

を受けております。議会基本条例の制定や議員座談会など住民の

意見を聞き、町政に反映すべく執行部へ提言しています。今、全

国で言われております議員のなり手不足の問題では、人口減少に

おける議員定数や報酬、若い世代や女性が立候補しやすい環境整

備などについても意見交換し、今後、中土佐町においても議論し

たいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　 金子　裕之
・継続的に議会改革を進める若桜町、町

民と共に町をつくる姿勢を学んだ。

　下元　良之

・町民に寄り添い開かれた議会を目指し

議会活性化に取り組んでいた。

中城　重則

　
セ
ン
タ
ー
は
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
の
災
害
対
策
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
市
民
の
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
に
２
０
１
４
年

に
建
設
さ
れ
た
。
大
会
議
室
、
防
災
に
関
す
る
物
品
の
展
示
室
を
備
え

て
い
る
。
２
０
１
６
年
に
発
生
し
た
鳥
取
中
部
地
震
に
つ
い
て
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
鳥
取
中
部
広
域
連
合
消
防
局
の
指
令
業
務

を
行
う
指
令
セ
ン
タ
ー
や
国
土
交
通
省
の
災
害
対
策
車
両
庫
が
併
設
さ

れ
て
い
る
。
大
型
排
水
ポ
ン
プ
車
や
対
策
本
部
車
両
な
ど
が
あ
り
、
災

害
時
に
は
緊
急
復
旧
な
ど
の
基
地
と
な
る
。
セ
ン
タ
ー
は
主
に
地
震
と

水
害
を
想
定
し
て
お
り
、
鳥
取
中
部
地
震
以
後
は
特
に
防
災
意
識
が
高

ま
り
、
防
災
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
支
え
る
、
災
害
へ
の
備
え
に
関

し
て
、
再
考
さ
せ
ら
れ
る
研
修
で
あ
っ
た
。

下
元
　
良
之

・災害対応の拠点と、防災

意識の高揚と知識。普及

に意義ある施設でした。 

 高橋　雄造

・命を守るためには自助が

大切である。日ごろの備

えや対応を怠らない。

 金子　裕之

・
就
労
の
場
の
確
保
と
子
育
て
支
援
に
よ
る
移
住
・
定
住
者
が
増
え
る
日
吉
津
村
。

 

福
永
　
守
恭

・
村
に
は
、
働
く
場
と
住
む
家
の
確
保
が
整
っ
て
い
た
。
ま
ず
こ
れ
だ
と
実
感
し
た
。

 

下
元
　
道
夫

・
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
う
町
が
日
吉
津
村
だ
と
言
う
勢
い
を
村
か
ら
感
じ
た
。

 

濵
田
　
和
昭

島根県・鳥取 

鳥
取
県
・
倉
吉
市
防
災
セ
ン
タ
ー

鳥取県・若桜町の議会改革　

災 害 対 応

議 会 改 革

地 域 再 生

子 育 て 支 援
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町出資法人の経営状況の報告町出資法人の経営状況の報告

㈱ＳＥＡプロジェクト ～さらなる経費削減が求められる～

　当期の収入は、４年度と比較して800万円の増と
なっている。要因は、コロナの５類移行による来客
数の増加にあると考えられる。
　支出では、管理諸費が大幅に増えているが、パソ
コンなど機器の更新によるもので一時的である。
しかしながら、水道光熱費は今後も増加が見込ま
れることから、さらなる経費の削減が求められる。

　売上高 8242万円
⊖売上原価 2623万円
　売上総利益 5619万円
⊖販売費・一般管理費 5569万円
　営業利益 50万円
⊕営業外収益 153万円
⊖営業外費用 2万円
　経常利益 201万円
⊖税 48万円
　当期純利益 153万円

　【主な収入】

　●テナント管理収入 1102万円

　●販売手数料 2218万円

　●店舗売上 4011万円

　●町の指定管理料 909万円

　【主な支出】

　●人件費（給与） 2151万円

　●備品消耗品費 204万円

　●水道光熱費 588万円

　●管理諸費 828万円

㈱中土佐町地域振興公社 ～当期純利益は黒字を確保～

リニューアル効果などで当期黒字となった黒潮本陣

コロナの５類移行で、従前のにぎわいが戻りつつある道の駅なかとさ

　リニューアルオープンの効果や温泉・宿泊料金の見直しなどで売り上げが伸び、当期純利益2190
万円を確保している。しかしながら、次年度はリニューアル効果もだんだんと薄れてくることが予
想されるため、引き続きの経営努力が求められる。

　売上高 ２億5593万円
⊖売上原価 5683万円
　売上総利益 １億9910万円
⊖販売費・一般管理費 １億7807万円
　営業利益 2103万円
⊕営業外収益 130万円
⊖営業外費用 21万円
　経常利益 2212万円
　特別利益 0万円
　特別損失 0万円
⊖税 18万円
　当期純利益 2194万円

【主な収入】

●宿泊料 １億7580万円

●会食売上料 1134万円

●レストラン売上 1292万円

●温泉 1736万円

●黒潮工房 3289万円

【主な支出】

●人件費 9754万円

●福利厚生費 1727万円

●運営管理費 6318万円

●原材料費 5682万円

　地方自治法により、町から２分の１以上の出資や財

政的支援を受けている法人等は、議会に経営状況の

報告が必要とされています。

　この規定により６月定例会の初日、町長から道の

駅を運営する㈱ＳＥＡプロジェクト（町出資80㌫）、

黒潮本陣を運営する㈱中土佐町地域振興公社（町出

資100㌫）の令和５年４月１日から令和６年３月31日ま

での１年間の経営状況の報告が行われました。
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６月12日と13日の２日間、一般質問が行わ

れ、８人の議員が福祉、防災対策、産業や観

光など、町の諸問題を取り上げました。
濵田　和昭 ･････Ｐ14
■ソーラーライトのメンテナンスは

■ハラスメント対応は

窪田　和教 ･････Ｐ13
■マイナ保険証の使用率は

■瓦屋根の台風対策に支援制度を

下元　良之 ･････Ｐ12
■観光事業の現状は

■移住対策の状況は

中野　大地 ･････Ｐ11
■訪問介護事業所への支援を

■常賢寺地区の崩落復旧は別の工法で

山本　建生 ･････Ｐ10
■議員の居住実態の判断は

金子　裕之 ･････Ｐ８
■久礼地区にヘリポートを

■パークゴルフ場の利用者拡大を

下元　道夫 ･････Ｐ９
■シン鰹乃國プロジェクトの取り組みは

■河川復旧工事方法の変更を

佐竹　敏彦 ･････Ｐ15
■消滅可能性のわが町では全町的取り組みが必要だ

■新美術館で観光資源としての有名人の常設展は

※一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたっ

て、町長などに対し疑問点をただし、所信の表

明を求めるものです。

※掲載する「一般質問」は、議員の責任で質問・答

弁を750字以内にまとめたものです。

８人の議員が一般質問８人の議員が一般質問

一 
般 
質 
問

一 
般 
質 
問

〜
町
政
を
問
う
〜

〜
町
政
を
問
う
〜

各議員のページにあるＱＲコードで、その議員のインターネット中継をご覧いただけます。ご覧になら
れる場合は、データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない場合、高額請求される場合がありますの
でご注意ください。
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問

本
年
度
か
ら
事
業
が
始
ま

る
上
ノ
加
江
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

は
完
成
後
、
ど
の
よ
う
な
場

合
に
使
用
す
る
か
。

平
田
総
務
課
長

救
急
搬
送
は

も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
の
避
難

所
と
な
る
上
ノ
加
江
小
学
校

か
ら
の
接
続
路
も
整
備
予
定

な
の
で
、
人
的
及
び
物
資
搬

送
と
し
て
の
活
用
を
計
画
し

て
い
る
。

問

４
月
１７
日
の
豊
後
水
道
地

震
で
役
場
周
辺
に
自
動
車
で

避
難
し
て
き
た
住
民
が
見
受

け
ら
れ
た
。２
次
災
害
の
危
険

が
あ
る
と
思
う
が
、今
後
ど
う

い
っ
た
対
応
を
す
る
の
か
。

平
田
総
務
課
長

地
震
発
生
直

後
の
自
動
車
で
の
避
難
は
事

故
な
ど
何
か
と
問
題
が
あ

る
。
で
き
る
限
り
自
動
車
で

の
避
難
は
避
け
て
も
ら
う
よ

う
啓
発
し
て
い
く
。

問

久
礼
小
・
中
学
校
や
役
場
周

辺
に
自
動
車
で
避
難
し
た
場

合
、ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
利
用

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。隣

問

小
草
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
利

用
者
数
が
減
っ
て
い
る
。観
光

な
ど
に
も
つ
な
が
る
き
っ
か

け
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
。

多
田
教
育
次
長

今
後
、
幅
広

い
年
齢
層
に
来
て
い
た
だ
け

る
よ
う
関
係
団
体
に
も
働
き

か
け
な
が
ら
広
報
活
動
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

問

大
野
見
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
に
は
仮
設
の
和
式
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

老
朽
化
し
、
使
い
づ
ら
い
の

で
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

総
務
課

危
機
管
理
室
で
管
理
し
て
い

る
災
害
用
洋
式
簡
易
ト
イ
レ

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
と
協

議
を
進
め
て
い

る
。

　

町
民
に
よ

る
ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
額

は問

町
民
が
他
の

市
町
村
に
ど
れ

く
ら
い
ふ
る
さ

と
納
税
を
し
て

い
る
か
。

市
川
税
務
課
長

令
和
２
年
度
が

３
７
０
万
円
、

令
和
５
年
度
は

約
３
倍
の
１
０

０
６
万
円
に
増

え
て
い
る
。

久礼地区にヘリポートを

スペースの確保が難しい

町民によるふるさと納税現況表

うち

交付税算入分

うち

交付税不算入分

（A）

R2 47人 370万円 157万円 117万円 40万円

R3 54人 396万円 169万円 126万円 43万円

R4 94人 712万円 307万円 230万円 77万円

R5 122人 1,006万円 431万円 323万円 108万円

※１　ふるさと納税による減収は、減収額の７５％が普通交付税の算定の際の基礎となる基準財政収入額から

　控除されているため町の実際の減収額は、減収額の２５％となります。

町民によるふるさと納税状況及び税額控除額

人数

町民によるふるさと納税額

ふるさと納税額のうち町民税控除額

※１

上ノ加江地区ヘリポート予定地

金

子

裕

之

金子議員の録画映像は
　　　こちらから

広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
く

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
拡
大
を

接
し
た
場
所
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

池
田
町
長

久
礼
地
区
に
も
ヘ

リ
ポ
ー
ト
が
あ
る
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
が
、ス
ペ
ー
ス
の

確
保
が
難
し
い
。今
あ
る
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら
安

全
を
守
っ
て
い
き
た
い
。
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問

カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業
の

継
続
の
た
め
に
今
必
要
な
こ

と
は
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

船

主
・

家
族
か
ら
話
を
伺
っ
た
。
状

況
を
見
な
が
ら
関
係
者
と
協

議
し
て
い
く
。

問

シ
ン
鰹
乃
國
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
町
内
事
業
者
の
仕
入

れ
を
２５
％
か
ら
３５
％
に
、
カ

ツ
オ
産
業
を
１３
億
円
か
ら
１８

億
円
に
す
る
と
い
う
計
画

だ
。
ゴ
シ
と
ア
ニ
サ
キ
ス
の

研
究
を
大
学
と
共
同
で
取
り

組
め
な
い
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

ゴ
シ

に
つ
い
て
は
、
サ
ン
プ
ル
5０

検
体
を
大
学
に
提
供
し
、
研

究
の
成
果
を
待
っ
て
い
る
。

ア
ニ
サ
キ
ス
も
事
業
者
の
意

見
を
伺
い
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問

以
前
ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
で

や
っ
た
ピ
ン
ピ
カ
ツ
オ
。
鮮

度
の
良
い
カ
ツ
オ
を
漁
師
か

ら
高
く
買
っ
て
高
く
売
る
。

合
わ
せ
て
や
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

本
町

の
生
の
カ
ツ
オ
は
最
高
峰
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
季
節
や
流

通
量
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
の
希
少
価
値
で
あ
る
。

　

冷
凍
カ
ツ
オ
と
生
の
カ
ツ

オ
の
今
後
の
流
通
に
つ
い
て

は
、
広
く
意
見
を
い
た
だ
き

慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問

こ
の
素
晴
ら
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
十
分
に
議
論

し
、
先
走
る
こ
と
な
く
、
取

り
組
み
を
成
功
さ
せ
、
１
０

０
年
後
も
こ
の
町
が
鰹
乃
國

で
あ
る
よ
う
、
検
討
を
重
ね

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

池
田
町
長

漁
師
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
必
須
で
あ
り
、
議

論
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
。

問

笹
場
地
区
で
は
令
和
４

年
、
５
年
と
連
続
し
て
小
河

川
が
氾
濫
し
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
も

全
部
外
れ
た
。
現
在

で
も
パ
ネ
ル
の
破
損

が
あ
る
。
工
事
方
法

の
変
更
検
討
を
求
め

る
。

小
松
建
設
課
長

同
じ

こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
補
強
工
事
を

行
う
。
も
し
、
同
じ

こ
と
が
起
こ
り
、
水

路
自
体
を
や
り
直
す
場
合

は
、
流
水
断
面
を
阻
害
し
な

い
も
の
を
採
用
す
る
。

　

学
校
給
食
、
委
員
会

　

提
言
の
取
り
組
み
は

問

総
務
教
育
常
任
委
員
会
は

学
校
給
食
で
地
元
農
産
物
を

積
極
的
に
使
う
よ
う
、
教
育

委
員
会
と
農
林
水
産
課
で
協

議
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

検
討
の
経
過
は
。

多
田
教
育
次
長

農
林
水
産
課

と
学
校
給
食
に
お
け
る
農
産

物
の
集
荷
体
制
の
強
化
な
ど

を
中
心
に
協
議
を
行
っ
た
。

今
後
も
、
地
産
地
消
を
推
進

す
る
。

冷
凍
・
生
カ
ツ
オ
の
流
通
は
広

く
意
見
を
聞
き
慎
重
に
進
め
る

「
シ
ン
鰹
乃
國
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
取
り
組
み
は

下

元

道

夫

下元議員の録画映像は
　　　こちらから

連続する災害を受け、今なお被害がある小河川

（笹場地区）

プロジェクトの優先施設に位置づけされている鰹乃國水産

河川復旧工事方法の

変更を

流水を阻害しないものを

採用する

ア
ニ
サ
キ
ス

　

サ
バ
、
ア
ジ
、
カ
ツ
オ
な
ど

に
寄
生
す
る
寄
生
虫
（
線
虫
）

の
一
種
。
生
鮮
魚
介
類
を
生

で
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

食
中
毒
（
ア
ニ
サ
キ
ス
症
）
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

ゴ
シ

　

刺
身
や
タ
タ
キ
に
し
て
も
、

身
が
硬
く
て
臭
み
が
あ
り
、お

い
し
く
な
い
カ
ツ
オ
の
こ
と
。
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問

３
月
議
会
で
あ
る
議
員
が

「
ほ
と
ん
ど
わ
が
家
に
は
い

な
い
」
と
発
言
し
、
そ
れ
に

対
し
、
ま
ち
づ
く
り
課
長
が
、

「
Ｉ
タ
ー
ン
の
模
範
生
」
と

い
う
発
言
を
さ
れ
た
。
模
範

生
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。
町
民
が
ど
う
考
え
て

い
る
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

当
議

員
が
、「
他
の
市
町
村
の
議
員

か
ら
先
例
を
付
け
た
事
例
と

言
わ
れ
た
」
と
の
発
言
を
受

け
て
言
っ
た
。
町
民
の
意
見

は
存
じ
上
げ
な
い
。

問

課
長
は
模
範
生
と
い
う
話

を
さ
れ
た
が
、
居
住
の
実
態

（
実
際
に
住
ん
で
い
る
か
ど

う
か
）
に
つ
い
て
調
べ
た
こ

と
は
あ
る
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

居
住

の
実
態
を
調
べ
た
こ
と
は
な

い
。

問

議
員
の
居
住
実
態
に
つ
い

て
は
全
国
で
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
あ
る
。
失
格
に
な
っ
た

例
も
あ
る
。
居
住
実
態
に
つ

い
て
は
最
高
裁
判
決
や
総
務

省
の
通
達
が
で
て
い
る
。
居

住
実
態
の
問
題
が
い
わ
れ
て

い
る
中
で
、「
Ｉ
タ
ー
ン
の
模

範
、
見
習
う
べ
き
手
本
」
と

し
て
解
釈
す
る
の
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

居
住

実
態
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

で
は
な
い
。

問

議
員
の
毎
月
１８
万
円
の
報

酬
は
町
民
が
出
し
て
い
る
。

個
人
的
な
こ
と
で
は
な
い
。

あ
え
て
聞
く
が
、「
ほ
と
ん
ど

わ
が
家
に
お
ら
ず
」
家
族
の

い
る
町
外
に
居
て
居
住
実
態

が
あ
る
と
い
え
る
か
。
ど
う

い
う
実
態
が
あ
れ
ば
居
住
実

態
が
あ
る
と
い
え
る
か
。

平
田
総
務
課
長

具
体
的
な
線

引
き
は
な
い
。
調
査
を
し
て

本
人
の
主
張
を
聞
い
て
判
断

を
下
す
。
そ
れ
以
後
は
議
会

で
議
論
し
て
い
た
だ
く
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

民
法
で

い
う
住
所
は
、
各
人
の
生
活

の
本
拠
を
そ
の
者
の
住
所
と

す
る
と
あ
る
。

山

本

建

生

山本議員の録画映像は
　　　こちらから

議員の居住実態の判断は

具体的な線引きは難しい

農作業（上ノ加江）

スーパーで買い物する人々（久礼）

そ
の
他
の
質
問

▼ 

町
外
か
ら
の
児
童
受
け

入
れ

▼ 

県
外
出
張
の
実
態
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問

介
護
保
険
法
改
正
の
受
け

止
め
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

今
回
の

改
定
で
、
低
所
得
者
層
の
負

担
軽
減
分
を
高
所
得
者
層
が

負
担
す
る
構
造
に
大
き
く
変

わ
っ
た
。
本
町
で
は
、
施
設
及

び
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
が
全
国

平
均
、
県
平
均
と
も
上
回
っ

て
お
り
、
今
回
保
険
料
を
据

え
置
い
た
こ
と
で
、
令
和
６

年
度
か
ら
基
金
を
取
り
崩
さ

な
け
れ
ば
、
給
付
費
が
賄
え

な
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
引
き
続
き
介
護

予
防
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問

訪
問
介
護
事
業
の
実
態
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

町
内
の

訪
問
介
護
事
業
所
は
、
社
協

が
運
営
す
る
事
業
所
１
カ
所

の
み
だ
。
ヘ
ル
パ
ー
不
足
に

よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
例
も

あ
り
、
町
外
の
事
業
所
に
も

頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
な
ど

の
資
格
を
持
つ
職
員
の
確
保

が
課
題
で
、
本
年
度
か
ら
の

介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
訪
問

介
護
事
業
所
の
報
酬
引
き
下

げ
も
、
事
業
所
経
営
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。

問

町
内
唯
一
の
訪
問
介
護
事

業
所
に
行
政
と
し
て
支
援
で

き
な
い
か
。

池
田
町
長

現
在
、
県
の
補
助

制
度
を
活
用
し
て
い
る
。
加

算
率
が
１5
％
で
県
が
７
・
５
、

町
が
７
・
５
加
算
し
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
町
独
自
の
加

算
で
、
来
年
度
か
ら
加
算
率

を
２０
％
に
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

問

４
月
に
長
沢
常
賢
寺
地
区

の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

で
崩
落
が
あ
っ
た
。
現
在
は

植
生
マ
ッ
ト
で
復
旧
対
応
し

て
い
る
が
、
安
全
面
で
不
安

だ
。
別
の
工
法
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

小
松
建
設
課
長

現
在
、
須
崎

土
木
事
務
所
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
協
議
を
す
す
め
て

い
る
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
防
災
情
報

　

の
発
信
を

問

防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

の
内
容
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
発
信

で
き
な
い
か
。

平
田
総
務
課
長

防
災
に
限
る

と
、
シ
ス
テ
ム
の
連
携
で
ク

リ
ア
す
る
条
件
や
費
用
面
で

も
難
し
い
。

常賢寺地区の崩落復旧は

別の工法で

対策について協議を進めている

町
独
自
の
支
援
を
検
討
し
て
い
る

訪
問
介
護
事
業
所
へ
の

支
援
を

中

野

大

地

中野議員の録画映像は
　　　こちらから

急傾斜地崩壊危険区域のため植生マットでの対応では不安（久礼長沢常賢寺）

町内で唯一の訪問介護事業を運営する町社会福祉協議会

そ
の
他
の
質
問

▼ 

久
礼
駅
周
辺
の
環
境
整

備
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問

コ
ロ
ナ
５
類
移
行
後
の
令

和
５
年
度
の
町
内
の
宿
泊
者

数
と
前
年
度
比
は
。

　
今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

黒
潮

本
陣
は
１
万
６
８
２
人
で

前
年
度
比
１
２
５
％
、
四
万

十
源
流
の
里
は
３
０
２
７
人

で
ほ
ぼ
１
０
０
％
だ
。
ラ
イ

ダ
ー
ズ
イ
ン
中
土
佐
は
１
２

６
３
人
で
１
２
１
％
と
な
っ

て
い
る
。

問

５
年
度
に
実
施
し
た
奥

四
万
十
ト
ク
旅
ク
ー
ポ
ン

事
業
で
、
本
町
で
使
用
さ
れ

た
ク
ー
ポ
ン
券
の
実
績
と
、

５
市
町
の
中
で
の
順
位
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

本
町

で
利
用
さ
れ
た
ク
ー
ポ
ン

券
の
金
額
は
２
５
８
１
万
円

で
、
全
体
の
２８
％
で
あ
り
、

５
市
町
で
は
２
番
目
だ
。

問

令
和
５
年
度
の
道
の
駅
と

大
正
町
市
場
の
来
客
数
と
前

年
度
比
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

道
の

駅
の
レ
ジ
通
過
者
数
は
２6
万

５
１
５
１
人
で
１
１
３
％
、大

正
町
市
場
の
通
行
者
数
は
4０

万
５
３
１
９
人
で
１
８
５
％

と
な
っ
て
い
る
。

問

大

正

町

市

場

は

オ

ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題

も
あ
る
が
対
策
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

メ
ジ

カ
の
新
子
を
求
め
一
時
期

は
４
時
間
待
ち
に
な
る
な
ど

改
善
が
必
要
だ
。
駐
車
場
の

警
備
方
法
の
見
直
し
や
、
販

売
所
の
状
況
の
見
え
る
化
な

ど
、
町
全
体
で
受
け
入
れ
る

体
制
を
つ
く
る
。

問

令
和
５
年
度
の
移

住
相
談
者
数
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

相
談
件
数
は
７9
件
で
、

う
ち
県
外
の
方
が
69
件

だ
。

問

実
際
に
移
住
し
た

人
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

移
住
者
は
3２
人
で
、

う
ち
県
外
か
ら
１6
人
、

２０
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
者

と
、
町
出
身
で
は
な

い
6０
代
以
上
が
多
い
。

子
ど
も
を
含
む
世
帯

は
３
世
帯
だ
。

問

相
談
者
が
本
町
を

選
ば
な
か
っ
た
理
由

は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

入
居

可
能
な
住
宅
が
希
望
に
合
わ

な
か
っ
た
点
や
対
応
の
遅
れ

な
ど
が
あ
る
と
思
う
。
今
後

は
、
空
き
家
探
し
も
含
め
、

町
全
体
で
移
住
者
を
受
け
入

れ
て
い
く
気
運
を
作
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

広
報
の
カ
ラ
ー
化
は

問

広

報

な

か

と

さ

を

カ

ラ
ー
化
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
の
声
を
聞
く
が
、
改

善
は
で
き
な
い
か
。

平
田
総
務
課
長

カ

ラ

ー

化

は
、
費
用
の
問
題
も
あ
り
厳

し
い
。
編
集
に
つ
い
て
は
意

見
や
要
望
が
あ
れ
ば
協
議
し

て
対
応
し
て
い
く
。

移
住
者
が
希
望
す
る
住
宅
が

少
な
い

移
住
対
策
の
状
況
は

下

元

良

之

下元議員の録画映像は
　　　こちらから

観光事業の現状は

前年度と比べ
好調だ

四万十源流の里

神奈川から移住した鈴木さん（大野見）

大阪から移住した高橋さん（大野見）
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問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
は
任
意
だ
っ
た
は

ず
だ
が
、
健
康
保
険
証
と

ひ
も
付
け
し
、
現
行
の
紙

の
保
険
証
を
廃
止
と
な
る

と
強
制
に
な
る
。
マ
イ
ナ

保
険
証
の
使
用
率
は
過
去

最
高
と
言
わ
れ
る
が
６
・

５６
％
程
度
だ
。
町
民
の
使

用
率
は
ど
の
程
度
か
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

社
会
保

険
な
ど
は
分
か
ら
な
い
が
、

３
月
で
は
国
保
２
・
２７
％
、

後
期
高
齢
者
医
療
は
１
・

59
％
だ
。

問

整
骨
や
接
骨
、
は
り
・
き
ゅ

う
の
施
術
所
も
マ
イ
ナ
保
険

証
に
対
応
す
る
端
末
機
の
導

入
が
必
要
に
な
る
。施
術
所
は

高
齢
の
方
や
視
力
に
障
害
を

も
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
対
応
で
き

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
か
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長 

５
月

 ２6

日
現
在
、
町
内
で
シ
ス
テ
ム

機
器
を
導
入
し
て
い
る
施
設

は
な
い
。

問

全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
が
特
養
・
老
健
施
設
に

ア

ン

ケ

ー

ト

し

た

と

こ

ろ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と
暗

証
番
号
を
管
理
で
き
な
い

と
の
回
答
が
94
％
に
な
っ

て
い
る
。
個
人
情
報
が
入

る
カ
ー
ド
を
預
か
る
の
は

責

任

が

重

い

と

の

理

由

だ
。
町
は
ど
う
考
え
る
か
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

高
齢
者

施
設
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
管

理
は
課
題
に
な
っ
て
く
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
困
難

な
方
は
資
格
確
認
書
の
交
付

が
可
能
だ
。

問

２
０
１
９
年
の

房
総
半
島
台
風
で

千
葉
県
内
で
は
全

壊
３
６
３
棟
な
ど

の
被
害
が
出
た
。

こ
う
し
た
事
例
を

踏
ま
え
、
国
交
省

は
瓦
屋
根
の
緊
結

方
法
の
基
準
を
強

化
し
、
瓦
屋
根
の

診
断
・
改
修
に
補

助
金
を
出
し
て
い

る
。
国
の
制
度
を

利
用
し
、
診
断
・

改
修
に
補
助
し
て

は
ど
う
か
。

平
田
総
務
課
長

南

海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
を
優
先
し
て
い

る
。
事
業
は
慎
重

に
判
断
し
た
い
。

窪

田

和

教

窪田議員の録画映像は
　　　こちらから

医療機関に設置されたマイナ保険証の読み取り機

最新の基準に適合していない瓦屋根がある

マイナ保険証の使用率は

国保で2.27％、

後期高齢者医療1.59％

地
震
対
策
を
優
先
し
、

慎
重
に
判
断

瓦
屋
根
の
台
風
対
策
に

支
援
制
度
を

マ
イ
ナ
保
険
証

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電

子
証
明
書
の
中
に
健
康
保
険

証
の
情
報
を
組
み
込
み
、
健

康
保
険
証
と
し
て
使
用
す
る

も
の
。
医
療
機
関
や
薬
局
な

ど
で
、
専
用
の
読
み
取
り
機

に
か
け
、
顔
認
証
か
暗
証
番

号
で
本
人
確
認
を
行
う
。
医

療
機
関
・
薬
局
で
毎
回
提
示

が
必
要
に
な
る
。



No.74（令和６年８月）  中土佐町議会だより 14

問

町
内
の
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト

の
設
置
台
数
、
性
能
は
。

平
田
総
務
課
長

確
認
し
て
い

る
の
は
6０
台
だ
。
性
能
は
１

機
種
の
例
で
、
夜
間
フ
ル
タ

イ
ム
点
灯
で
１3
時
間
、
無
日

照
保
証
と
し
て
は
７
日
、
蓄

電
池
の
耐
用
年
数
は
５
年
程

度
で
、
車
載
タ
イ
プ
バ
ッ
テ

リ
ー
で
５
〜
７
年
、
リ
チ
ウ

ム
バ
ッ
テ
リ
ー
は
３
〜
６
年

が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

問

す
で
に
耐
用
年
数
５
年
を

超
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
と

思
う
が
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

平
田
総
務
課
長

定
期
的
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
行
っ
て
い
な

い
。
不
具
合
の
通
報
が
あ
れ

ば
、直
ち
に
対
応
す
る
。

問

故
障
の
場
合
は
連
絡
し
て

ほ
し
い
と
い
う
啓
発
は
し
て

い
る
か
。

平
田
総
務
課
長

広
報
な
ど
で

定
期
的
に
啓
発
す
る
こ
と
は

し
て
い
な
い
。
今
後
し
て
い

き
た
い
。

問

職
員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
た
場
合
の
相
談
窓
口
や

対
応
方
法
は
。

平
田
総
務
課
長

令
和
２
年
に

制
定
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等

の
防
止
に
関
す
る
規
定
に
基

づ
き
、
総
務
課
に
窓
口
を
設

置
し
て
い
る
。
相
談
受
付
・

処
理
票
を
作
成
し
、
事
実
確

認
を
踏
ま
え
当
事
者
の
関
係

改
善
に
向
け
て
の
援
助
、
再

発
防
止
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
委
員
会
の
設
置
な
ど
、
適

切
な
措
置
を
講
じ
る
。
こ
れ

ま
で
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
相
談
は
な
い
。

問

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
は
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、庁
内
の
職

場
環
境
は
ど
う
か
。

竹
﨑
副
町
長

研
修
な
ど
に
よ

り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
絶
対

駄
目
と
い
う
意
識
を
共
有

し
、
人
事
が
固
定
化
し
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
風
通
し
の

良
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
だ
。
気
軽
に
話
し
合
え

る
環
境
は
で
き
て
い
る
。

池
田
町
長

庁
議
で
は
、
一
番

重
要
な
こ
と
は
あ
い
さ
つ
や

声
が
け
と
言
っ
て
い
る
。

　

上
ノ
加
江
保
育
所
の

　

管
理
・
活
用
は

問

上
ノ
加
江
保
育
所
の
管

理
、
活
用
に
向
け
た
動
き
は
。

多
田
教
育
次
長

令
和
５
年
度

か
ら
休
園
と
な
り
、教
育
委
員

会
が
管
理
し
て
い
る
。年
２
回

程
度
の
草
刈
り
と
室
内
は
建

物
の
状
況
確
認
と
併
せ
て
職

員
が
適
宜
行
っ
て
い
る
。補
助

金
の
関
係
上
、１０
年
間
は
目
的

外
使
用
が
で
き
な
い
。施
設
の

活
用
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

ソーラーライトの

メンテナンスは

定期的には行っていない

総
務
課
に
窓
口
を
設
置

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
は

濵

田

和

昭

今後の活用が待たれる上ノ加江保育所

災害時に必要なソーラーライト

濵田議員の録画映像は
　　　こちらから
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問

消
滅
可
能
性
の
あ
る
わ
が

町
、
全
町
的
な
取
り
組
み
が

必
要
だ
。「
水
を
飲
ん
で
く
れ

る
」
そ
う
い
う
手
立
て
が
必

要
で
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
取
り
組
む
自
治
体
も
あ

る
。
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
わ
が
町
を
ど
う
す

る
、
ど
う
や
っ
た
ら
子
ど
も

が
生
ま
れ
る
か
、
育
て
ら
れ

る
か
だ
が
。
町
長
の
考
え
は
。

池
田
町
長

今
手
を
打
た
ね
ば

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。
来

年
度
に
向
け
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

美
術
館
高
台
移
転
が
本
格

化
す
る
。
収
蔵
品
は
横
山
大

観
、岸
田
劉
生
、黒
田
清
輝
、東

郷
青
児
、ピ
カ
ソ
、竹
久
夢
二
、

棟
方
志
功
な
ど
８
６
４
点
あ

る
。
今
度
の
場
所
は
、
観
光
的

に
も
よ
い
立
地
場
所
だ
。観
光

資
源
と
し
て
の
常
設
展
の
開

催
は
ど
う
か
。

岡
村
教
育
長

新
美
術
館
完
成

後
の
ど
の
よ
う
な
展
示
で
活

用
を
図
る
か
、
立
地
条
件
か

ら
も
観
光
資
源
と
し
て
の
役

割
も
期
待
し
た
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に

　

取
り
組
め

問

ジ
モ
ッ
ペ
イ
を
使
っ
た
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
で
、
ジ

モ
ッ
ペ
イ
を
扱
え
な
い
人
か

ら
配
慮
が
足
り
な
い
と
お
叱

り
を
受
け
た
。
リ
ン
グ
ロ
ー

と
連
携
し
て
、
ス
マ
ホ
に
よ

る
デ
ジ
タ
ル
化
１
０
０
％
に

取
り
組
む
べ
き
だ
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

ジ
モ

ッ
ペ
イ
は
初
め
て
の
取
り
組

み
だ
っ
た
。
今
回
構
築
し
た

仕
組
み
を
ポ
イ
ン
ト
付
与
や

給
付
等
事
業
の
運
用
に
も
活

用
で
き
な
い
か
、
検
討
を
進

め
た
い
。

新美術館で観光資源としての

有名人の常設展は

観光資源としても期待したい

今
手
を
打
た
ね
ば

取
り
返
し
が
つ
か
な
い

消
滅
可
能
性
の
わ
が
町

で
は
全
町
的
取
り
組
み

が
必
要
だ

佐

竹

敏

彦

佐竹議員の録画映像は
　　　こちらから

そ
の
他
の
質
問

▼ 

森
林
環
境
税

▼ 

日
本
人
の
人
権
感
覚

小磯良平「婦人像」（図録から）

＝写真は美術館からの提供 梅原龍三郎「林檎図」＝写真は美術館からの提供
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今
年
完
成
し
た
山
内
資
機

材
倉
庫
は
、
敷
地
面
積
２
１

１
５
㎡
で
地
元
の
方
と
無
償

賃
貸
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

建
築
面
積
は
３
３
２
㎡
で
、

中
に
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
備
蓄

庫
が
あ
る
。
駐
車
台
数
は
敷

地
内
外
に
19

台
分
を
確
保
し

て
い
る
。
上
ノ
加
江
自
主
防

災
会
に
委
託
し
、
山
内
地
区

防
災
会
が
管
理
す
る
。
現
在
、

地
区
の
避
難
計
画
を
作
成
中

で
完
成
す
れ
ば
、
避
難
所
と

し
て
使
用
可
能
と
な
る
。

　

立
地
場
所
は
、
二
度
の
水

害
を
踏
ま
え
て
か
さ
上
げ
さ

れ
て
お
り
、
小
学
校
の
備
蓄

倉
庫
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
施

設
と
感
じ
ら
れ
た
。

　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
避
難
場

所
に
な
っ
て
い
る
高
台
の
小

学
校
に
隣
接
し
て
建
設
す

る
。
工
事
車
両
の
進
入
路
を

確
認
し
た
が
、
大
量
の
土
砂

の
搬
出
を
通
学
路
や
町
の
中

心
道
路
を
利
用
す
る
計
画
で

あ
っ
た
。
児
童
や
住
民
の
方

の
安
全
な
生
活
を
確
保
す
る

た
め
に
、
越
ノ
谷
方
面
か
ら

の
接
続
道
路
を
検
討
す
る
よ

う
求
め
た
。

　

健
康
福
祉
課
か
ら
福
祉
及

び
介
護
に
関
す
る
事
業
の
状

況
と
課
題
の
説
明
を
受
け

た
。
民
生
委
員
や
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
人
員
が
不
足
し
て
お

り
、
担
い
手
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
の

こ
と
だ
。

　

大
野
見
福
祉
会
で
は
、
ま

ず
「
せ
せ
ら
ぎ
園
」
か
ら
説

明
を
受
け
た
。
支
援
員
及
び

調
理
員
の
不
足
は
深
刻
で
あ

り
、
周
辺
の
道
路
整
備
や
職

員
の
住
宅
に
も
課
題
が
あ

る
。
次
に
、
「
大
野
見
荘
」

も
当
面
す
る
課
題
は
職
員
の

確
保
で
あ
る
。
入
所
待
機
者

は
減
少
し
て
お
り
、
将
来
は

利
用
者
の
確
保
と
い
う
課
題

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

中
土
佐
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、事
業
計
画
と
課
題
の

説
明
を
受
け
た
。就
労
継
続
支

援
事
業
で
は
、町
内
の
農
園
と

の
農
福
連
携
事
業
も
模
索
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
。訪
問
介

護
事
業
で
は
、介
護
報
酬
の
減

少
な
ど
で
経
営
の
悪
化
が
進

ん
で
い
る
。ど
こ
も
人
材
不
足

で
、経
営
的
に
も
困
難
な
状
況

が
続
い
て
お
り
、全
体
的
な
事

業
の
見
直
し
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

　

６
月
定
例
会
の
初
日
、
総
務
教
育
、
産
業
建
設
民
生
の
各

常
任
委
員
長
、
少
子
化
対
策
特
別
委
員
長
か
ら
、
委
員
会
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ヘリポート建設予定地を調査する総務教育常任委員

（５月８日上ノ加江越ノ谷）

大
野
見
福
祉
会
（
写
真
㊤
）
、
中
土
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
写
真
㊦
）
を

調
査
す
る
産
業
建
設
民
生
常
任
委
員
（
４
月
18
日
）

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産業建設民生常任委員会

児童や住民の安全確保を求める
上ノ加江ヘリポート予定地などを調査

各
施
設
の
課
題
は
人
手
不
足
だ

町
の
福
祉
・
介
護
関
連
業
務
を
調
査
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4

月
24

日
、
第
8

回
委
員

会
を
住
宅
を
議
題
に
開
催
し

た
。
中
土
佐
町
の
住
宅
に
つ

い
て
、
若
い
世
代
が
求
め
て

い
る
住
宅
の
現
状
と
課
題
を

調
査
し
た
。

　

5

月
24

日
、
第
9

回
委
員

会
を
開
催
し
た
。
7

月
3

日

か
ら
行
政
視
察
研
修
で
行

く
、
鳥
取
県
日
吉
津
村
に
つ

い
て
調
査
し
、
鳥
取
県
で
唯

一
人
口
が
増
え
て
い
る
村
の

子
育
て
支
援
と
中
土
佐
町
の

子
育
て
支
援
の
比
較
な
ど
を

行
い
、
議
員
研
修
の
課
題
を

研
究
し
た
。

　

な
お
、
次
回
の
委
員
会
で

は
、
研
修
内
容
を
総
括
し
、

子
育
て
支
援
や
出
産
に
つ
い

て
調
査
す
る
予
定
だ
。

住宅について調査をする少子化対策特別委員（４月24日）

少
子
化
対
策
特
別
委
員
会

若
い
世
代
が
求
め
る
住
宅
を

町
の
住
宅
の
現
状
と
課
題
を
調
査

●防災対策（豊後水道地震・防災フェスタ）

　４月１７日深夜に豊後水道を震源とする最大震度

６弱の地震が発生し、本町でも震度３の揺れを観

測したが、幸い目立った被害はなかった。町内一

斉避難訓練は、防災イベントと合わせて１０月２７日

（日）に開催を予定している。

●国保保険料の水準統一に向けた国保税率の改正

　令和６年度に均等割、平等割を中心に税率を改

正し、令和８年度に予定の中間見直しを参考に、

次回の保険料改定を検討していく。保険料の増加

を抑制できるよう努力していく。

●老人ホーム「高原荘」の養護部門の廃止

　近年は施設の老朽化に伴う維持管理費の増加や

利用者の減少などにより赤字経営が続いている。

持続的な高原荘の運営のため、「養護」部門を廃止

する方向で検討されている。

●令和５年度一般会計決算見込み

　一般会計の実質収支は３億9755万円の黒字とな

る見込みだ。うち２億円を減債基金に積み立て、

残りを令和６年度に繰り越す。一般会計の基金残

高は4７億9437万円になる見込みだ。

●かつお祭

　５月１9日に第33回かつお祭を開催した。雨の中

だったが、多くのイベントで会場を盛り上げ、約

1000人の方に楽しんでいただいた。

令和5年度一般会計決算見込み

実質収支３億9755万円、基金残高 47 億 9437万円

６月定例会で行政報告をする池田町長



全会一致の議案

しました。私は、
私たちは、こんなことをしています。

≪各議員の出欠状況（令和６年４月～６月）≫

○・・・出席　　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　　／・・・所属委員等でない

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。

≪議長の主な活動状況（令和６年４月～６月）≫

議員は何をしゆうが？

●４月　　 　

　７日 大野見北地区振興会通常総会

　19日 須崎地区地域安全協会監査

　30日 津野山養護老人ホーム組合との打ち合わせ

●５月　　 　

　12日 四万十川総合水防演習（四万十市）

　13日 道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会通常総会

　　　　道路整備促進高知県大会（高知市/城西館）

　14日 高幡町村議会議長会定期総会（日高村/役場）

　16日 東京都昭島市議会視察対応

　19日 かつお大漁祈願並びに感謝供養祭

　21日　町村議会議長・副議長研修会【正・副議長】（東京都/国際フォーラム）

●６月　　 　

　５日 高幡東部清掃組合議会との打ち合わせ

　７日 須崎地区地域安全協会総会（須崎市/須崎警察署）

　21日 高知県町村議会議長会理事会（高知市/自治会館）

　24日 美術館移転建設工事起工式

四万十市で開催された

水防演習（５月12日）

大野見読遊会のみなさんと（６月12日）

中土佐町立美術館移転建設工事起工式（6月24日）

大野見北地区振興会通常総会で

あいさつする議長（４月７日）

大野見　読遊会のみなさんが傍聴に来てくれました。

除斥とは・・・議題となる事件と一定の利害関係を有する議員について、審議の公正を期するため、

当該事件の審議に参与することができないこととする制度

ご意見の紹介

・傍聴させてくださいましてありがとうございます。議

員の皆さんが頑張っているのが良くわかりました。

・普段聞くことができない、議員と役場の方の答弁が聞

けて良かったです。

・中土佐町のために本当にご苦労さまです。どうか皆

様、町のためにがんばってください。

・３度目の傍聴です。議員さんは携帯を切らなくてよい

のですか。

中城議長から

　ご意見ありがとうございます。携帯の件ですが、電源を切ったつもりが切れてなかったようで、改め

て全議員が確認することを徹底してまいります。
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り
よ
だ
会
議
町
佐
土
中

発
行
／
高
知
県
中
土
佐
町
議
会
　
発
行
人
／
議
長
　
中
城
　
重
則
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
７
８
９

‒

１
３
０
１
　
高
知
県
高
岡
郡
中
土
佐
町
久
礼
６
６
６
３

‒

１

電
話
（
０
８
８
９
）
５
２

‒

２
４
１
０
（
直
通
）

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
８
９
）
５
２

‒

４
８
５
０
（
直
通
）

き

や

ぶ

つ　
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
殺
害
さ
れ
た
ガ
ザ
の
人
々
の
死
者
数

は
、
す
で
に
４
万
５
０
０
０
人
を
超
え
た
。
そ
の
う
ち
２

万
人
は
子
ど
も
た
ち
と
い
わ
れ
る
。
子
ど
も
の
遺
体
を
抱

き
か
か
え
る
親
の
表
情
に
は
言
葉
を
失
う
。
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
（
大
量
虐
殺
）
と
い
う
被
害
を
受
け
た
民
族
が
い
ま
加

害
者
と
な
っ
て
大
量
虐
殺
を
続
け
て
い
る
。
そ
れ
を
支
援

し
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
の
国
々

で
あ
る
。
発
端
と
な
っ
た
10

月
７
日
の
音
楽
祭
参
加
者
の

死
者
の
ほ
と
ん
ど
は
イ
ス
ラ
エ
ル
空
軍
に
よ
る
も
の
と
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
報
道
機
関
が
伝
え
て
い
る
。
い
ま
世
界
中

で
、
事
実
を
ね
じ
曲
げ
特
定
の
考
え
に
誘
導
し
よ
う
と
す

る
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
が
横
行
し
て
い
る
。
戦
争
は
、
最

も
弱
い
も
の
に
最
大
の
犠
牲
を
強
い
る
、
と
い
う
言
葉
が

身
に
染
み
る
。

山
本
　
建
生

中
土
佐
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
　
員
　
長

　窪
田

　和
教

副
委
員
長

　山
本

　建
生

委

　
　員

　下
元

　良
之

委

　
　員

　金
子

　裕
之

委

　
　員

　濵
田

　和
昭

委

　
　員

　中
野

　大
地

と
も
ひ
ろ

つ
、
打
楽
器
で
す
。

2

　取
り
組
み
の
き
っ
か
け

は
。

A
　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
時
に
、
中
土

佐
町
と
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
が
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
協
定
を
締
結
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。

3

　ス
チ
ー
ル
パ
ン
の
魅
力

は
。

A

　見
た
目
の
ご
つ
さ
か
ら

は
想
像
で
き
な
い
よ
う

な
心
地
良
い
音
色
と
、

パ
ー
ト
が
重
な
っ
た
時

の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
魅
力
で
す
。

4

　現
在
の
活
動
内
容
は
。

A

　メ
ン
バ
ー
は
町
内
外
か

ら
集
ま
っ
た
音
楽
好
き

で
、
年
齢
や
職
業
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
週
１
回

の
練
習
を
重
ね
、
町
内

外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

演
奏
し
て
い
ま
す
。

5

　今
後
の
目
標
は
。

A

　県
外
に
も
遠
征
し
た

い
。
バ
ン
ド
名
か
ら
も

大
野
見
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
大
野
見
を
知
っ
て

も
ら
え
た
ら
と
願
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
客

さ
ん
が
楽
し
そ
う
に
演

奏
を
見
て
く
れ
る
こ
と

が
何
よ
り
う
れ
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
カ
リ
ブ
の

リ
ズ
ム
で
、
み
ん
な
の

心
を
躍
ら
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
今
号
の
表
紙
）

　今
年
度
の
「
議
会
だ
よ

り
」
の
表
紙
写
真
の
テ
ー
マ

は
「
町
で
が
ん
ば
る
人
た

ち
」
で
す
。
今
回
は
ス
チ
ー

ル
パ
ン
演
奏
グ
ル
ー
プ
を
取

り
上
げ
ま
す
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

　
バ

ン

ド

名
【N

a
k
a
to

s
a
 

S
t
e
e
l 

P
u
n
k
 
B

a
n
d
o

　
　

『O
h
!

　N
o
!!

　M
e
!!!

』
】（
ナ

カ
ト
サ
・
ス
チ
ー
ル
パ
ン
・
バ

ン
ド
『O

h
! N

o
!!

　M
e
!!!

』
）
の

リ
ー
ダ
ー
　
大
野
見
下
ル
川

在
住
の
下
村
具
裕
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　1

　ス
チ
ー
ル
パ
ン
は
ど
う

い
う
楽
器
で
す
か
。

A

　カ
リ
ブ
海
の
国
、
ト
リ

ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共

和
国
で
、
楽
器
の
使
用

を
禁
止
さ
れ
た
黒
人
た

ち
が
、
ド
ラ
ム
缶
を

使
っ
て
作
り
出
し
た
楽

器
で
す
。
た
た
く
場
所

に
よ
っ
て
音
階
を
持


